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気候変動適応計画（令和3年版）改定⾻⼦案の概要

気候変動影響の被害
の防止・軽減

目標

基本戦略
1 あらゆる関連施策に気候変動適応を組み込む
2 科学的知⾒に基づく気候変動適応を推進する

3 我が国の研究機関の英知を集約し、情報基盤を整備する

地域の実情に応じた気候変動適応を推進する
国⺠の理解を深め、事業活動に応じた気候変動適応を促進する

6 開発途上国の適応能⼒の向上に貢献する

7 関係⾏政機関の緊密な連携協⼒体制を確保する

国⺠事業者

政府

地方公共団体
・適応の率先実施
・多様な関係者の
適応促進

・地域の適応の推進
・地域の関係者の
適応促進

・適応⾏動の実施
・適応施策への協⼒

・事業に応じた
適応の推進
・適応ビジネスの推進

国⽴環境研究所
・適応の情報基盤の整備
・地方公共団体等の

技術的援助

基本的役割

５
４

気候変動影響による被害の防止・軽減、国⺠の⽣活の
安定、社会・経済の健全な発展、自然環境の保全及び
国土の強靱化を図り、安全・安心で持続可能な社会を
構築することを目指す

７つの基本戦略の下、関係府省庁が緊密に
連携して気候変動適応を推進

計画期間 今後おおむね５年間
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気候変動の影響と適応策の基本的考え方（分野別の例）

影響 高温によるコメの品質低下
適応策 高温耐性品種の導入

影響 ⼟⽯流等の発⽣頻度の増加
適応策 砂防堰堤の設置等

影響 洪水の原因となる大雨の増加
適応策 「流域治水」の推進

影響 灌漑期における地下水位の低下
適応策 地下水マネジメントの推進

影響 サンゴの⽣育海域の消滅
適応策 海洋保護区等の効果的な配置

影響 熱中症による死亡リスクの増加
適応策 高齢者への予防情報伝達

影響 様々な感染症の発⽣リスクの変化
適応策 気候変動影響に関する知⾒収集

影響 安全保障への影響
適応策 影響最小限にする視点での施策推進

対策評価指標（KPI）の活用等による進捗管理に加え、国、地方⾃治体、国⺠レベルで気候変動
適応を定着・浸透させる観点からの指標と⽬標の設定による進捗管理を実施進捗管理

気候変動適応に関する基盤的施策
• 気候変動等に関する科学的知⾒の充実及び
その活用

• 気候変動等に関する情報の収集、整理、分
析及び提供を⾏う体制の確保

• 地方公共団体の気候変動適応に関する施
策の促進

• 事業者等の気候変動適応及び気候変動適
応に資する事業活動の促進

• 気候変動等に関する国際連携の確保及び国
際協⼒の推進

資料２


